
 

 

10月は｢労働保険適用促進月間｣です。 
 
〇 労働保険は労働者災害補償保険（労災保険）と 
     雇用保険の総称です。  
〇 労災保険は、労働者が業務上や通勤による負傷、 
     疾病、渉外、死亡等に対して治療費・休業補償など 
     の必要な保険給付を行っています。 
〇 雇用保険は、失業した場合や雇用の継続が困難と 
  なる場合等に対して失業給付、事業主助成などの 
     必要な保険給付を行っています。  
〇 社員、従業員、アルバイトなど一人でも雇っている 
      会社はすぐに労働保険の加入手続きを行っていください。  
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害
補
償
、
解
雇
の
基
準
な
ど
、
す
べ
て
の
取
り
扱

い
に
お
い
て
正
社
員
と
差
を
つ
け
て
は
い
け
な
い

と
い
う
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
パ
ー
ト
社
員
の
基

本
給
を
正
社
員
の
月
収
か
ら
時
給
を
割
り
出
し
た

金
額
と
同
額
に
な
る
よ
う
に
設
定
し
、
基
本
給
以

外
の
諸
手
当
や
賞
与
も
同
じ
扱
い
に
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。 

 

な
お
、
今
回
の
改
正
に
は
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。 

①
パ
ー
ト
社
員
を
雇
用
す
る
と
き
に
は
、
「
昇

給
」
「
退
職
手
当
」
「
賞
与
」
の
有
無
に
つ
い
て

文
書
（
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
も
可
）
で
伝

え
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
違
反
し
た
場
合

は
、
一
〇
万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。 

②
事
業
主
は
、
パ
ー
ト
社
員
か
ら
の
求
め
に
応
じ

て
、
賃
金
な
ど
の
待
遇
を
ど
の
よ
う
に
決
定
し
た

の
か
、
そ
の
経
緯
を
説
明
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら

れ
た
。 

③
パ
ー
ト
社
員
の
職
務
の
内
容
、
成
果
、
意
欲
、

能
力
、
経
験
な
ど
に
応
じ
待
遇
を
決
め
る
。
働
き

ぶ
り
が
正
社
員
と
同
等
の
と
き
に
は
、
パ
ー
ト
社

員
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
差
別
を
し
て
は
な
ら
な

い
。 

④
パ
ー
ト
社
員
か
ら
正
社
員
へ
の
転
換
を
推
進
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
パ
ー
ト

社
員
の
就
業
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。 

⑤
パ
ー
ト
社
員
か
ら
苦
情
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た

場
合
、
事
業
主
は
苦
情
処
理
機
関
に
処
理
を
委
ね

る
な
ど
し
て
、
自
主
的
な
解
決
を
図
る
よ
う
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

江
頭 

①
に
つ
い
て
は
早
速
文
書
を
作
成
し
て

パ
ー
ト
社
員
一
人
ひ
と
り
に
説
明
す
る
よ
う
に
し

ま
す
。
④
と
⑤
に
つ
い
て
は
、
新
人
パ
ー
ト
社
員

か
ら
「
正
社
員
と
パ
ー
ト
社
員
と
の
差
を
な
く
し

て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
出
て
い
ま
す
が
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。 

宮
下 

お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
江
頭
さ
ん
の
お

店
で
は
正
社
員
と
パ
ー
ト
社
員
と
が
「
同
一
労
働 

」
で
は
な
い
た
め
、
差
別
を
行
っ
て
い
る
と

判
断
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
で
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
今
後
パ
ー
ト
社
員
が
正
社
員
と
同
等

の
職
務
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
改
め
て
雇
用
条
件
な
ど
を
話
し
合
わ
れ

る
の
が
よ
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

江
頭 

わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
将
来
的

に
パ
ー
ト
社
員
か
ら
正
社
員
に
な
り
た
い
と

い
う
人
が
増
え
て
き
た
場
合
、
う
ち
の
よ
う

に
小
さ
な
規
模
で
経
営
を
行
っ
て
い
る
事
業

所
は
な
か
な
か
大
変
で
す
ね
。 

宮
下 

は
い
。
そ
こ
で
、
今
回
の
改
正
を
受

け
て
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
事
業
主
へ
の
支

援
策
と
し
て
、
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
均
衡
待

遇
推
進
助
成
金
制
度
」
と
い
う
も
の
を
設
け

ま
し
た
（http://w
w

w
.jiw

e.or.jp/part/
jyoseikin1.htm

l

）
。
ま
た
、
「
均
衡
待
遇

推
進
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
一
度
ご
相
談
な
さ
っ
て
み
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
（http://w

w
w

.m
h1w

.go.jp/
genenal/sosiki/chihou/

）
。 

江
頭 
そ
う
い
う
助
成
金
制
度
が
あ
る
の
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
早
速
問
い
合
わ
せ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

宮
下 

う
ま
く
制
度
を
活
用
な
さ
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。 

 一人でも雇ったら、必ず入るもの。 

  それは、「労働保険」です！ 

お問合せ先     労働基準監督署 

            公共職業安定所（ﾊﾛｰﾜｰｸ） 

                  奈良労働局労働保険徴収室 

 
 

A. 新しい商品を保護するには、秘密を保つことが前提となります。開発した「新商品」を守るには、商品の製造技術など
を、企業内で厳格に秘密（ノウハウ）として管理すること、特許出願、実用新案登録出願または意匠登録出願すること等を検
討します。特許出願すると１年半後に公開となります。秘密として管理した場合は不正競争防止法により、その秘密の不正取
得（漏洩）などから保護されます。ただし、秘密として保護されるためには、社内管理規程などで厳格に管理することが必要
となります。特許等を出願する場合には、研究や開発において発明・創作が完成した後で、遅くとも商品として公表する前ま
でには、出願しておくことが必要です。ノウハウと特許、どちらで保護するのが望ましいかは、企業の経営戦略や新商品・技
術の特徴がどこにあるかなどを十分考慮して決めることになります（下段の「ノウハウ秘匿を選択する観点の例」参照）。 
 また、産業財産権の選択、すなわち、特許権、実用新案権、意匠権等のどれを選ぶかも重要です。全てを対象とすることも
できますし、どれか１つを選択することもできます。たとえば、技術開発の成果は特許だけでなく「物品の形態」として意匠
でも保護され得ることに留意してください。 
 

【補足説明】（産業財産権選択の一例） 
 産業財産権のどの権利を選択するかは状況によって異なりますが、一般的には、 
   商品サイクルが長く、重要な技術を開発した場合には特許を、 
   商品サイクルが短く、早急な権利化が必要等の場合には実用新案を、 
   デザインに特徴がある場合には意匠を、 
   ネーミングやロゴマークによって、他社の商品やサービスと区別させたい場合には商標を、それぞれ選択します。 
   また、特許、実用新案及び意匠に関しては、相互に出願の変更が可能です。 

 

 

     

【ノウハウ秘匿を選択する観点の例】 
 ① 発明の実施事業（製品の製造や販売、自社内実施など）から発明の内容が漏れない場合。 

 ② 発明の内容からして、競合他社が独自に開発することが著しく困難と判断される場合。 

 ③ 特許権を取得したとしても、その発明を他社が侵害していることの発見が困難である場合。 

 ④ 発明に関する製品市場が、他社が全く興味を示さないようなニッチ市場である場合。 

 ⑤ 犯罪防止技術などの発明であるために、発明内容を開示してしまうことによって発明の価値を著しく損なう場合。 

 ⑥ 共同研究開発のパートナーや製品納入先との関係で秘密保持契約の対象となっている場合。 

 ⑦ 特許出願しても進歩性などの特許要件で拒絶されてしまう可能性がある場合。 

 
 
 

－ 奈良労働局からのお知らせ － 


